
●通りに開かれた広場

ローマの中心をテヴェレ川が流れている。この

川を遡っていくと，ウンブリアと呼ばれる中山間

地方に辿りつく。そこはダ・ヴィンチやラファエ

ロの絵の背後に描かれているような景観が展開し，

そのひとつの丘の上にペルージアは築かれている。

ペルージアの街に入るには，急な坂を登らねば

ならない。古代ローマよりさらに古いエトルリア

時代の城壁に開けられた門を潜ってからも，坂道

は続く。そして，坂道を登りきると，一気に視界

が開ける。そこで目にするのは，これまで歩いて

きた道とはまったく違う広さの，大きく明るい道

である。丘の尾根筋のこの道は，ヴァンヌッチ通

り*1と呼ばれ，南北に400mほどの長さがあり北端

がやや高い。そしてその北端にゴシック期につく

られた大聖堂が位置する。大聖堂は東西に長いの

で*2，ヴァンヌッチ通りの終端は大聖堂の南側長

辺にあたり，この大聖堂では人々は側面から出入

りすることになっている。この前は広場（11月4日

広場）になっており，その中央には13世紀の大噴

水があり，大聖堂の側面ではロッジア（柱廊）が

アーチを描いている。

大聖堂の向かい側にはパラッツオ・ディ・プリ

オリ（行政・司法館）がある。やはりゴシック期

のこの建物は，そのままヴァンヌッチ通りに沿っ

てのびている。この建物は広場と通りの結節点に

あり，北面を広場に，東面を通りに，ふたつの面

が一体となって都市に顔を向けている。このこと

は重要な意味をもつ。なぜならば，広場の賑わい

を大通りに，大通りの歩みを広場に，流動させる

一体感をこの場所につくりだしているからだ。通

りはいわば広場の拡張であり，広場は通りに向か

って開かれているのである。ここにこの上もなく

魅力的な通りと広場のあり方が実現している。こ

の特徴は隣のトスカーナ州にあるシエナのカンポ

と呼ばれる広場と比べるとはっきりする。カンポ

はペルージアの広場とほぼ同時期につくられたが，

そこでの一体感は囲われること，すなわち周囲か

らの閉鎖性によって成立している。これに対して

ペルージアの広場と通りは，丘の頂部を貫いて，

まるで大聖堂前の大噴水から街に水をいきわたら

せるかのように明るい軸となっている。

●いろいろな道

ヴァンヌッチ通りが魅力的な広場の拡張となり

得ているのは，ここに車が入ってこないことが大

きい。そのためこの道は中世以来の佇まいをその

まま感じることができるのである。ペルージアは

丘の上の街で尾根まで上がれる道は限られている。

人々は街に入るときは丘の下の公共駐車場に車を

止めて，ヴァンヌッチ通り南端の19世紀に解体さ

れた要塞跡のなかに設置されたエレベータとエス

カレータによって上がってくる。街の地下にはト

ンネルが掘られ，街を横断したい車はそこを通る。

図2 大聖堂前の11月4日広場　右が大聖堂南側面の出入口、この正面に

ヴァンヌッチ通りが開ける、中央に大噴水、その背後にロッジア

図1 ヴァンヌッチ通り　奥の明るい部分が大聖堂、その左手前がパラッ

ツオ・ディ・プリオリ


